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〜
昭
和　

年
代
の
第
一
中
学
校
〜

３０

あ
の
日

　

あ
の
頃

町村合併５０周年記念

昭
和
三
十
三
年
の
喜
界
第
一
中
学
校
校
門
前
で
す
。

左
に
見
え
る
校
舎
を
当
時
は
、
使
っ
て
お
り
ま
し
た
。

下
駄
履
き
と
オ
カ
ッ
パ
頭
に
時
代
を
感
じ
ま
す
。

名
瀬
市
在
住
／
大
倉　

信
子
（
旧
姓
川
口
）
／
当
時
十
五
歳



平成１８年７月号　（２）

和
牛
畜
産
業
の
歴
史

　
『
南
西
諸
島
喜
界
島
の
自
然
と

畜
事
情
』
に
よ
る
と
喜
界
島
の
戦

前
・
戦
中
の
畜
産
業
は
、
豚
、
ニ

ワ
ト
リ
、
ヤ
ギ
が
動
物
性
蛋
白
質

の
供
給
源
と
し
て
自
家
用
に
飼
養

さ
れ
、
戦
時
の
軍
馬
・
農
耕
用
と

し
て
活
躍
し
た
名
馬
「
喜
界
馬
」

が
出
荷
さ
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。

　

戦
後
は
機
械
化
が
進
み
、
役
畜

と
し
て
の
馬
は
影
を
潜
め
る
。
変

わ
り
に
生
産
量
を
伸
ば
し
た
の

が
、
堆
肥
・
荷
役
用
と
し
て
ご
く

わ
ず
か
に
飼
わ
れ
て
い
た
和
牛

（
肉
用
）。

　

昭
和
二
十
九
年
に
は
、
県
有
牛

貸
し
付
け
事
業
が
、
三
十
年
に
は

町
有
牛
貸
し
付
け
が
導
入
さ
れ
、

三
十
八
年
に
は
人
工
授
精
師
が
誕

生
、
四
十
二
年
か
ら
は
町
営
肉
用

牛
繁
殖
育
成
セ
ン
タ
ー
の
開
設
で

農
協
牛
導
入
事
業
が
実
施
さ
れ
、

こ
れ
を
機
に
飛
躍
的
に
生
産
量
が

増
え
、
肉
用
牛
生
産
時
代
へ
と
変

貌
す
る
。

生
産
飼
養
頭
数
・
戸
数
の
現
状

　

飼
養
頭
数
は
、
昭
和
四
十
四
年

の
千
百
四
頭
・
戸
数
六
百
二
十
五

戸
を
ピ
ー
ク
に
、
そ
の
後
の
子
牛

価
格
の
低
迷
や
過
疎
化
の
進
行
、

牛
肉
の
輸
入
自
由
化
な
ど
の
影
響

を
受
け
、
昭
和
五
十
六
年
に
は
、

八
百
二
十
三
頭
・
百
十
戸
ま
で
減

少
し
た
が
、
昭
和
六
十
二
年
以
降

飼
養
頭
数
は
増
加
基
調
に
あ
り
、

平
成
十
七
年
に
は
二
千
百
二
十
頭

と
大
幅
に
増
え
て
い
る
。
一
方
、

戸
数
は
七
十
四
戸
と
大
幅
に
減

少
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
一
生
産

者
の
多
頭
化
が
進
行
し
て
い
る
実

態
が
浮
か
ぶ
。

最
近
の
子
牛
セ
リ
市
場

　

過
去
四
年
間
の
子
牛
出
荷
頭
数

と
売
上
額
の
推
移
は
、
平
成
十
二

年
度
千
二
十
四
頭
・
三
億
二
千
九

百
万
円
、
同
十
三
年
度
千
十
七

頭
・
三
億
六
千
三
百
万
円
、
同
十

四
年
度
千
三
十
五
頭
・
四
億
一
千

五
百
万
円
、
同
十
五
年
度
千
四
十

七
頭
・
四
億
四
千
九
百
万
円
。
四

年
連
続
千
頭
を
達
成
し
、
売
上
高

四
億
円
突
破
も
二
年
連
続
。

　

奄
美
群
島
７
Ｊ
Ａ
が
合
併
し
て

初
セ
リ
と
な
っ
た
五
月
市
場
の
概

況
を
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連
奄
美

市
駐
在
が
公
表
し
、「
入
場
頭
数

は
前
年
同
月
に
比
べ
九
十
八
頭
多

く
前
年
同
様
生
産
者
の
増
頭
意
欲

が
窺
え
る
」
と
評
価
。
そ
の
要
因

を
「
飼
育
側
の
旺
盛
な
購
買
意
欲

と
市
場
の
全
体
的
な
商
品
性
の
向

上
」
と
分
析
し
た
。

　

そ
し
て
、
肥
育
経
営
の
在
り
方

を
「
枝
肉
相
場
の
不
透
明
感
や
枝

肉
段
階
で
の
コ
ス
ト
の
上
昇
に
直

結
す
る
子
牛
相
場
の
高
値
を
受
け

る
」
と
し
、
ま
た
、「
米
国
産
牛

肉
の
輸
入
再
開
に
よ
っ
て
は
、
子

牛
相
場
低
下
も
懸
念
さ
れ
る
」
と

今
後
の
相
場
動
向
を
示
し
た
。
商

品
性
向
上
対
策
と
し
て
「
削
蹄
の

実
施
に
よ
る
差
別
化
を
図
る
」「
過

肥
防
止
の
徹
底
」「
優
れ
た
血
統
・

育
種
価
の
繁
殖
雌
牛
の
保
留
・
導

入
し
、
五
年
、
十
年
先
を
見
据
え

た
繁
殖
基
盤
の
構
築
」「
自
給
粗
飼

料
の
確
保
に
よ
る
繁
殖
経
営
の
安

定
」
な
ど
を
挙
げ
た
。

　

同
組
合
は
、
飼
養
管
理
技
術
の

向
上
、
種
雄
牛
の
適
正
交
配
や
肉

用
牛
の
改
良
を
進
め
、
高
品
質
化

を
図
り
、
購
買
ニ
ュ
ー
ズ
を
的
確

に
と
ら
え
て
「
肉
質
に
加
え
、
増

体
の
良
い
子
牛
」
の
安
定
生
産
を

図
る
と
と
も
に
、「
組
合
員
総
意

の
下
、
新
規
農
家
の
掘
り
起
こ
し

に
も
努
め
る
」
と
平
成
十
八
年
度

の
方
針
を
掲
げ
た
。

　

畑
か
ん
の
水
に
よ
る
粗
飼
料
供

与
基
盤
の
拡
大
を
図
る
産
業
振
興

課
で
は
、
機
械
化
体
系
を
導
入
し

て
飼
料
生
産
の
「
効
率
化
」
を
呼

び
か
け
、
安
定
し
た
飼
料
給
与
体

制
の
確
立
と
、
肉
用
牛
の
高
品
質

化
を
目
指
す
。
ま
た
、
国
際
競
争

や
産
地
間
競
争
に
打
ち
勝
つ
生
産

性
の
高
い
肉
用
牛
を
育
成
し
、
畜

産
業
の
発
展
と
底
辺
拡
大
を
図

り
、
肉
用
牛
生
産
地
と
し
て
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
敷
く
。

　

同
組
合
は
、
新
規
就
農
者
も

徐
々
に
増
え
、
組
合
員
の
減
少
に

も
歯
止
め
が
か
か
る
。
な
に
よ

り
、
平
成
十
三
年
風
評
被
害
に
揺

れ
た
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
・

狂
牛
病
）
問
題
の
時
に
、
組
合
員

が
一
致
団
結
し
て
難
局
に
立
ち
向

か
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
組
合
員
相

互
の
意
思
疎
通
も
十
分
図
ら
れ
て

い
る
。
取
材
を
通
し
て
、
市
場
の

高
値
安
定
を
支
え
る
牛
飼
い
の
熱

意
が
伝
わ
る
。

　

喜
界
町
和
牛
改
良
組
合
（
思
照
也
組
合
長
＝
七
十
四
戸
）
は
、
昭
和

四
十
一
年
に
喜
界
町
和
牛
振
興
組
合
と
し
て
設
立
さ
れ
、
五
十
三
年
に

喜
界
町
和
牛
改
良
組
合
と
改
称
、
飼
養
農
家
の
所
得
の
増
大
や
福
利
増

進
を
図
っ
て
き
た
。
現
在
、
町
子
牛
セ
リ
市
場
で
年
間
子
牛
出
荷
千
頭

を
四
年
連
続
達
成
、
売
上
高
も
二
年
連
続
し
て
四
億
円
を
突
破
。
市
場

の
高
値
安
定
の
中
、
順
調
に
販
売
実
績
を
伸
ば
し
、
今
や
町
の
地
域
経

済
浮
揚
の
核
と
な
る
勢
い
で
、
今
後
、
畜
産
業
に
込
め
ら
れ
る
期
待
は

大
き
い
。

◆喜界町和牛改良組合◆

町経済浮揚の核となるか
～販売実績も順調な伸び～



（３）　平成１８年７月号

①【凍結精液】
　種雄牛の精液は液体窒素で凍結されています。
　血統や種雄牛の過去の実績、母牛との相性などを考えて、
精液を選択します。
　凍結精液は、主に鹿児島本土から購入しています。

②【人工授精】
　凍結精液をお湯で溶解し、発情兆候がみられる母牛へ、人
工授精師が人工授精を行います。
　通常、出産後約３０～６０日の発情期に人工授精を行います。
牛の発情周期は約２１日です。

③【妊娠鑑定】
　人工授精後、約３５日以上で妊娠鑑定を行います。
　母牛の肛門から手を入れ、卵巣や子宮を触診して妊娠して
いるかどうか判断します。
　畜産農家にとっては、人工授精がうまくいったかどうか、
緊張する場面です。

④【出　産】
　授精してから約２８５日で出産
します。
　出産後、母牛が子牛をなめる
のは求愛行動のほか、体が冷え
るのを防いだり、マッサージ効
果により心肺、胃腸機能等を活
性化させ、免疫機能を高める効

果があると言われています。

⑤【哺　乳】
　子牛は生まれて１時間以内に
は立ち上がり、母牛の乳を飲み
ます。
　特に、出産直後の母乳（初乳）
には、母牛からの抗体（病気に
対抗する物質）が多く含まれて
いるため、初乳を消化吸収する

ことは免疫機能にとってきわめて重要です。

⑥－１【哺育（人工哺育）】
　生後約３日～２カ月の間、完
全に母牛と隔離し、人工哺育で
育てます。母牛によっては母乳
が多すぎたり、少なかったりし
て子牛の生育にばらつきがでる
ことがありますが、人工哺育を
することで解消されます。

　また、人を怖がらなくなる効果もあります。

⑥－２【哺育（制限哺育）】
　母牛との接触事故防止のために子牛を母牛と隔離します。
　また、決まった時間に母牛の牛舎へ移動させ、乳を飲ませ
ます。
　人工哺育、制限哺育とも、母牛にとっては子牛の面倒をみ
る負担が軽くなる分、発情を早く促すことができます。

生 育 の 流 れ
⑦－１【子牛登記（鼻紋採取）】
　子牛の鼻鏡に墨を付け、鼻紋
を採取します。
　授精証明書等と一緒につづら
れ、牛の身分証明書となる書類
を作ります。
　牛の鼻紋は人間の指紋と同じ

で、まったく同じものはありません。

⑦－２【子牛登記（ 耳  標 装着）】
じ ひょう

　両耳に、トレーサビリティー
番号（１０桁数字）のついた札を
付けます。
　これにより、店頭で並べられ
た食肉でも、生産者・産地等が
わかるようになりました。

⑧【 去 　 勢 】
きょ せい

　生後３～４カ月ごろに、雄の子牛の去勢をします。
　去勢をすることで、性格がおとなしくなり飼いやすくなり
ます。
　去勢をしないと筋繊維が固くなる・脂肪がつきにくいなど
の支障が出ます。

⑨【鼻環装着】
　生後約６～７カ月に鼻環を装
着します。
　このころになると子牛も２００
㎏ほどに大きくなり、飼育が重
労働となってきます。鼻環を装
着するのは、急所である鼻に鼻

環をし、移動の作業などを軽くする目的があります。

⑩【予防接種】
　セリ出荷約２カ月前に病気予
防のために２種類のワクチンを
注射します。予防接種をしてい
ない子牛はセリに出すことはで
きません。
�５種混合＝ウイルス性の呼吸
器系障害（肺炎等）を予防。

�牛ヘモフィリス＝主に細菌性の脳障害（脳炎等）を予防。

⑪【 削 　 蹄 】
さく てい

　セリに出す前に削蹄（爪切り）を行います。
　削蹄をしていない牛は姿勢が悪くなり、発育・肉質に影響
するため、セリ出荷前に削蹄を行い、子牛の商品価値を高め
る狙いがあります。　

⑫【セリ市（奇数月開催）】
　生後約７～１０カ月、体重が約
２５０㎏以上になってセリ牛とし
て出頭します。
　セリ市場までの移動、子牛の
手入れなどセリの準備で大変で
すが、高い値で売れたときには
喜びも格別です。

　平成１８年５月セリにおいては１８７頭が出頭し、平均して
４４４，０８６円で購買されました。
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平成１８年４月１日現在
職員数　　１９８名（２００名）

※４役は職員数に含まず
（　）は定数外職員も含む

町長　加藤　啓雄　　　　　　
収入役　直島　秀守助役　藤村　昭五

※住民課

課長　柳　　常雄

補佐　久永　照光

戸籍環境衛生

※税務課

課長　嘉　　重久

補佐　來　　和法

※収入役室

補佐　武田　秀伸

※総務課

課長　三原　和裕

補佐　隈崎　悦男

※企画課

課長　嶺田　一成

補佐　宝　　秀利

※保健福祉課

課長　基井　宏信

※地域包括支援センター※第一保育所

補佐　金江　　茂補佐　幸田　泉男所長　前岡重加太

主幹　体岡　光子

出

納

審

査

用

度

窓

口

係
長

（
兼
）

（
兼
）

宝　
　

幸
江

武
田　

秀
伸

宝　
　

幸
江

西
岡　

恵
理

３名

国

保

税

固
定
資
産

住

民

税

軽
自
動
車

係
長

係
長

主
査

叶　

日
出
克

富　
　

充
弘

仲　
　
　

悟

平
松　

艶
子

主
査

主
査

徳　
　

勝
志

都　
　

博
至

主
査

八
木　

敏
文

９名

戸

籍

住

基

国
民
年
金

生
活
環
境

ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー

係
長

主
査

係
長

係
長

所
長

盛
澤　

博
文

栄　
　

四
枝

岩
井　

亮
子

愛
津　

克
浩

藤
広　

麻
夫

主
査

市
山　
　

茂

富　
　

豊
一

９名

広

報

統

計

企

画

電

算

係
長

主
査

（
兼
）

係
長

実
田　

輝
満

富
田　

英
次

宝　
　

秀
利

武
藤　

裕
和

５名

財

政

人
事
行
政

行

革

消
防
防
災

係
長

主
査

吉
沢　

伸
一

吉
田　

圭
志

福
島　
　

悟

榮　
　

良
治

主
査

向
井　

大
吾

西
原　

清
仁

夏
目　

淳
一

９名

保

険

福

祉
係
長（
兼
）

主
査

主
査

係
長

金
江　
　

茂

沖　
　

康
仁

俊
山　

励
子

林　
　

浩
之

竹　

美
保
子

主
査

主
査

古
沼　

寛
之

澄
田　

和
典

三
明　

陽
子

柳　
　

卓
也

１０名

庶

務

介
護
支
援
専
門
員

看

護

師

保

健

師

栄

養

士

主
査

係
長

係
長（
兼
）

主
査

篠
原
真
知
子

孝
田　

荘
屋

盛　

真
紀
子

体
岡　

光
子

横
山
ひ
ろ
江

主
査

岡
田　

史
子

羽
佐
田
紀
子

盛
山　

由
香

大
山　

睦
子

吉
田　

幸
子

１１名

保

育

士

て
く
て
く
教
室

保

育

士

調

理

員

栄

養

士

係
長

主
任

主
任

主
査

久
永　

初
代

値　
　

春
美

美
沢　

久
子

島
崎　

久
代

賀
村　

由
美

主
任

主
任

菊
地　

典
子

川
畑　
　

桂

８名

※教育委員会

教育長　晴永　清道

※総務課※生涯学習課

課長　向田宝喜代課長　岡村進一郎

※事務局※給食センター※学　校※事務局※中央公民館※図書館

補佐　川畑　英二補佐　森岡　勝一補佐　祷　　　勇補佐　藤崎　　嘉館長　瀧　　正毅

指導主事　竹下　公博※幼稚園

庶

務

庶

務

調

理

員

湾

上

嘉

鉄

荒

木

滝

川

早

町

志

戸

桶

小

野

津

社
会
教
育

埋
蔵
文
化
財

庶

務

奉

仕

主
査

係
長

係
長

主
査

主
査

主
査

主
査

主
査

主
査

係
長

主
査

係
長

主
査

主
査

係
長

黒
田　
　

洋

幸
田　

勝
光

安
藤　

哲
志

廣
渡　

洋
子

光　

恵
美
子

乾　

み
ち
子

原
田　

幸
子

要　
　

凉
子

酒
井　

正
子

永　

美
紀
子

中
島　

帳
子

揃
江　

由
美

岩
松　

利
和

久　
　

郁
弥

澄
田　

直
敏

竹
内　
　

功

得
本　
　

拓

主
査

主
査

作
井
加
代
子

上
督　

操

吉
見
三
千
代

初　

千
加
子

東
目　

杏
里

松
田　

裕
美

４名６名１２名４名４名３名１名（２名）

※小学校※中学校

湾

上

嘉

鉄

坂

嶺

荒

木

滝

川

早

町

志

戸

桶

小

野

津

阿

伝

一

中

二

中

早

町

中

大
岡
ひ
さ
子

勝
本　

徳
江

貞　

真
智
子

大
山　

信
子

織　 図



（５）　平成１８年７月号

　　　　　　　　　

※※第三保育所

所長所長　高田エツミ

保

育

士
（
兼
）

主
任

高
田
エ
ツ
ミ

春
山
瑠
美
子

主
任

伊
地
知
典
子

３名

※国保診療所

事務長　益　　一幸

補佐　喜岡　哲久

庶

務

看

護

師

理
学
療
法
士

臨
床
検
査
技
師

主
査

師
長

梅
林　

瑞
代

吉
田　

信
子

昌
野
紀
代
美

西　

み
ど
り

指
宿　

正
人

嶺
倉　

公
人

主
査

平
馬　

尚
樹

中
村　

誠
子

住
岡　

京
子

和
田　

征
美

壽　
　

絹
代

１３名

※水環境課

課長　新原　一雄

補佐　吉本　　実

技補　秋田　達麿

庶

務

水

道

公
共
下
水

衛

生

係
長

係
長

主
査

（
兼
）

係
長

豊　
　

雅
則

加
島　

英
郎

勝　
　

昭
則

秋
田　

達
麿

竹
内　
　

功

大
山　

克
夫

得
本　

和
人

基　
　

俊
一

碇
山　

貴
文

１１名

※産業振興課

課長　藤本　安満参事　豊　富喜雄

※営農支援センター

技補　吉岡　　強補佐　住岡　秀樹

補佐　嶺岡　寿一

補佐　栄　　常光

農

政

糖

業

畜

産

園

芸

林
務
・
果
樹

換

地

耕

地

観

光

商

工

大
島
農
業
共
済
事
務
組
合

係
長

主
査

係
長

係
長

係
長

係
長

係
長

主
査

初　
　

秀
樹

上
地　

義
隆

重
野　

泰
浩

寿　
　

隆
彦

伊
地
知　

告

美
沢　

勝
秀

英　
　

憲
仁

吉
行　
　

進

喜
島　

正
樹

出
向

主
査

主
査

岡
田　

勝
昭

叶　
　

一
寿

富
田　

道
夫

１８名

庶

務

建

築

土

木

住
宅
管
理

空
港
管
理

係
長

主
査

係
長

（
兼
）

主
査

中
村　

幸
雄

今
井　

章
貴

盛　
　
　

実

中
村　

幸
雄

和
田　

政
次

主
査

永
井　

昌
徳

愛　
　

隆
治

肥
後　

賢
治

１０名

※建設課

課長　正岡　弘樹

補佐　巴　　文昭

技補　嶺　　義久

※老人福祉施設

所長　神田　健一

技補　金井　勝芳補佐　麓　　輝明

デイサービスセンター
潮観園

特別養護老人ホーム喜界園

庶

務

生
活
相
談
員

看

護

師

栄

養

士

調

理

員

介
護
支
援
専
門
員

介

護

師

主
査

（
兼
）

師
長

係
長

係
長

師
長

主
査

主
査

主
査

主
査

來　
　

広
枝

金
井　

勝
芳

谷　

田
鶴
子

植
村
喜
代
子

安
藤　

哲
子

伊
林　

紀
子

坂
元　

数
子

西
野
千
代
子

寿
岡
香
代
子

松
村
千
佐
子

恵
畑　

栄
子

吉
山　

静
乃

賀
村　

秀
吉

主
査

主
査

主
査

主
査

勇　
　

文
子

牧　
　

光
子

田
向　

英
昭

豊　

美
枝
子

田
中　

静
子

土
岐　

初
代

大
山　
　

覚

主
査

主
査

主
査

米
田　

弘
子

野
間　

光
子

久
山
み
よ
子

壽　
　

満
夫

３０名

管

理

者

生
活
相
談
員

介

護

師

看

護

師

主
査

萩
原　

智
三

川
畑
慎
太
郎

大
高　

佳
男

喜
村
美
千
代

※早町支所

支所長　上島　文仁

補佐　孝志　眞人

出

納

戸

籍

基
本
台
帳

（
兼
）

（
兼
）

主
査

孝
志　

眞
人

孝
志　

眞
人

米
盛　

照
代

３名

※議　会

事務局長　中山　博文

補佐　値　　貞豊

２名

※選　管

事務局長（兼）三原　和裕

※監　査

（兼）　値　　貞豊

※農業委員会

事務局長　晴岡　和夫

次長　廣田　貞利

農

政

庶

務
（
兼
）

係
長

廣
田　

貞
利

小
林　
　

学

３名

職
員
組
合

専
従

植
村　

義
彦

（
１
名
）

書

記
（
兼
）
武
藤　

裕
和
（
兼
）
福
島　
　

悟

３名

※財産管理課

課長　喜島　義成

補佐　久保　一丸

用

地

公
園
管
理

地

籍

主
査

主
査

主
査

基
江
美
千
代

東
郷　

茂
雄

菊
地　

勝
彦

主
査

廣　
　

清
太

加
治
佐　

勉

７名

行　 政　 組　 織



平成１８年７月号　（６）
　

順
調
な
事
業
計
画

　

本
町
の
下
水
道
事
業
は
、
平
成

八
年
の
荒
木
地
区
を
皮
切
り
に
同

九
年
に
は
城
久
地
区
、
同
十
一
年

に
は
志
戸
桶
地
区
で
も
ス
タ
ー
ト

し
た（
農
業
集
落
排
水
事
業
）。
同

十
一
年
に
は
公
共
下
水
道
事
業
も

導
入
し
、
湾
・
赤
連
・
中
里
・
池

治
地
区
で
の
整
備
に
取
り
か
か
っ

て
い
る
。
一
連
の
事
業
計
画
は
順

調
に
推
移
し
、
す
で
に
事
業
が
終

了
し
た
農
業
集
落
排
水
事
業
地
区

で
も
、
ま
た
公
共
下
水
道
事
業
に

よ
る
赤
連
お
よ
び
湾
の
一
部
地
区

で
も
供
用
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　

加
入
率
の
現
状

　

下
水
道
事
業
を
導
入
し
て
以

来
、
本
町
で
は
、
下
水
道
が
生
活

環
境
改
善
に
果
た
す
役
割
や
地
域

の
活
性
化
に
必
要
不
可
欠
な
施
設

で
あ
る
こ
と
を
様
々
な
機
会
を
捉

え
て
訴
え
、
加
入
促
進
に
努
め
て

き
た
。
十
八
年
三
月
末
現
在
の
加

入
状
況
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

○
荒
木
地
区　
　

四
一
・
〇
％

○
城
久
地
区　
　

三
七
・
七
％

○
志
戸
桶
地
区　

一
九
・
八
％

　

三
地
域
の
加
入
状
況
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
供
用
開
始
さ
れ
た

時
期
が
違
う
た
め
一
概
に
比
較
で

き
な
い
が
、
集
落
の
特
性
等
（
例

え
ば
高
齢
化
の
構
成
比
）
に
よ
り

若
干
の
違
い
が
見
ら
れ
、
概
し
て

当
局
の
予
想
を
下
回
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
県
レ
ベ
ル
の
加
入
状
況

と
対
比
す
る
と
、
県
内
の
先
進
地

域
で
あ
る
鹿
児
島
市
を
大
き
く
下

回
り
、
県
平
均
と
比
し
て
も
低
位

に
推
移
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。

　

早
期
加
入
を

　

昨
今
、
私
た
ち
が
住
む
離
島
も

世
に
言
う
近
代
化
に
伴
っ
て
生
活

ス
タ
イ
ル
は
大
き
く
変
貌
し
た
。

生
活
雑
排
水
に
よ
る
海
や
側
溝
の

汚
れ
は
深
刻
に
な
り
、
環
境
問
題

が
地
域
の
重
要
な
社
会
問
題
の

テ
ー
マ
と
し
て
提
起
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
だ
け
に
下
水
道
は
地
域
の

環
境
保
全
を
図
る
上
で
必
要
不
可

欠
な
施
設
で
あ
る
と
同
時
に
、
水

道
や
電
気
と
同
様
、
暮
ら
し
に
欠

か
せ
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ

る
。
多
額
の
費
用
を
投
じ
た
施
設

の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
下
水
道
法
で

は
、
共
用
が
開
始
さ
れ
た
地
区
で

は
遅
滞
な
く
排
水
設
備
を
設
置
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
く
み

取
り
便
所
は
三
年
以
内
に
水
洗
便

所
に
改
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。「
加
入
促

進
」
は
、
本
町
に
お
け
る
下
水
道

事
業
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
課

題
で
も
あ
る
。

　

加
入
の
手
順

一
、
指
定
工
事
店
へ
の
工
事
の
依

頼
一
、
町
へ
申
請
書
の
提
出

一
、
施
工
承
認
の
通
知

　
　
　

（
町
が
書
類
を
審
査
し
て

承
認
書
を
交
付
す
る
）

一
、
工
事

一
、
工
事
完
了
検
査

一
、
使
用
開
始
の
届
け
出

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　

喜
界
町
役
場
水
環
境
課

　

〇
九
九
七－

六
五－

一
一
一
一

　

本
町
で
下
水
道
事
業
が
導
入
さ
れ
て
す
で
に
十
年
。「
わ
ー

ち
ゃ
し
ま
ぬ
」生
活
環
境
を
飛
躍
的
に
改
善
す
る
施
設
と
し
て
、
そ

の
設
備
拡
充
が
広
く
住
民
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
荒

木
地
区
を
は
じ
め
供
用
地
区
で
の
加
入
率
が
や
や
低
位
に
推
移
し

て
い
る
。
施
設
の
有
効
利
用
を
図
る
上
で
、
改
め
て
地
区
住
民
の

加
入
へ
の
理
解
と
協
力
を
深
め
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
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（７）　平成１８年７月号

１．アリモドキゾウムシとは

　　アリモドキゾウムシの成虫は、体長が約７

mmでアリによく似た虫です。サツマイモ等に

卵を産み、卵からかえった幼虫は、サツマイモ

を食べて成長します。喜界島を含む奄美群島全

域で発生しており、年間を通してその発生が見

られます。

　　アリモドキゾウムシに食べられたサツマイモ

は、悪臭と苦みが出て、食用はもちろん飼料と

しても利用できなくなります。

２．アリモドキゾウムシ根絶に向けての取り組み

　　アリモドキゾウムシの防除に関する取り組みは昭和６３年

度から始まり、サツマイモを用いた飼育やコバルト６０照射

による不妊化等の基礎的試験が行われました。

　　その後、平成６年度から喜界島の上嘉鉄集落で不妊虫放

飼による防除を開始。その結果、上嘉鉄集落のアリモドキ

ゾウムシは徐々に減少し、現在はほぼ根絶に近い状態が継

続しています。

　　これらの結果により、平成１３年度から喜界島全域のアリ

モドキゾウムシの根絶を目指した本格的な防除が始まりま

した。

　　この防除では、まず喜界島南部の１６００ha（約１／４）を第１防除地区として

定め、テックス板（合成性フェロモンと殺虫剤を染み込ませた誘殺板）を月１

回、約２枚／ha散布し、アリモドキゾウムシの数を減らす取り組みを行ってい

ます。そして平成１８年度からは、２００万頭／週の不妊虫放飼を開始する予定で

す。さらに、喜界島中西部１２００haを第２防除地区として定め、平成１９年度から

始まるテックス板散布に先立ち野生虫の数を調査するためのトラップ調査等を

開始しています。

３．サツマイモの栽培について

　　放置サツマイモは、アリモドキゾウムシが増える原因と防除の障害となりま

す。サツマイモを栽培する場合は、次のことに注意してください。

　　アリモドキゾウムシの被害は、栽培期間が長くなるほど多くなります。適期に収穫を行い、くずイモをほ

場内に残さず、収穫後はサツマイモ以外の作物を栽培することにより、被害を減らすことができます。さら

に、植え付け後４５日頃に薬剤を株元に散布することで高い防除効果が得られます。

４．おわりに

　　過去、奄美群島においては、海外から侵入したミカンコミバエやウリミバエ等の害虫により、農産物に大き

なダメージを受けました。しかし、その後の防除でいずれの害虫も根絶に成功しています。現在取り組んで

いるアリモドキゾウムシの防除は、まだ改良を必要とする技術も残されていますが、今後、関係者や喜界島の

住民の皆さんと協力しながら、喜界島のアリモドキゾウムシ根絶に取り組んでいきたいと考えています。

鹿児島県大島支庁農林課特殊病害虫係

喜界島の   根絶に向けてアリモドキ
ゾ ウ ム シ

被害サツマイモ アリモドキゾウムシ成虫

調査用トラップ

防除地区の位置

第１防除地区

第２防除地区

上嘉鉄集落 喜　界　島



平成１８年７月号　（８）

　
「
広
報
き
か
い
」五
月
号
で
案

内
の
と
お
り
、
平
成
十
八
年
四

月
一
日
か
ら
児
童
手
当
の
対
象

が
小
学
校
修
了
ま
で
と
変
更
に

な
り
ま
し
た
。
五
・
六
年
生
の

児
童
が
い
る
保
護
者
で
、
ま

だ
、
手
続
き
を
し
て
い
な
い
保

護
者
は
、
早
め
に
役
場
保
健
福

祉
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
九
月
三
十
日
ま
で

に
受
け
付
け
た
も
の
に
限
り
、

平
成
十
八
年
四
月
分
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

喜
界
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
会
員
数
＝
八
十
九
人
）
の

総
会
が
六
月
九
日
、
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
、
約
三
十
人
が
出
席
。

平
成
十
七
年
度
収
支
決
算
、
平
成

十
八
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算

案
、
役
員
改
選
が
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

　
「
自
主
＝
自
分
の
も
の
と
し
て

考
え
・
自
立
＝
自
分
た
ち
の
力
で

育
て
る
・
共
働
＝
一
緒
に
な
っ
て

働
く
・
共
助
＝
お
互
い
に
助
け
合

う
」
を
基
本
理
念
に
平
成
十
四
年

四
月
に
設
立
さ
れ
た
同
セ
ン
タ
ー

は
、
五
十
三
人
で
ス
タ
ー
ト
。
当

初
、
年
間
の
契
約
高
は
三
百
八
十

四
万
円
余
り
だ
っ
た
が
、
平
成
十

七
年
度
の
契
約
高
は
前
年
度
と
比

べ
三
百
一
万
円
プ
ラ
ス
の
千
二
百

六
万
円
余
り
と
な
っ
て
い
る
。
豊

富
な
社
会
経
験
で
得
た
知
識
・
能

力
を
積
極
的
に
活
用
し
、
広
く
町

民
に
認
知
さ
れ
た
こ
と
で
、
一
般

家
庭
・
企
業
に
よ
る
受
注
を
順
調

に
伸
ば
し
、
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
を

発
揮
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、「
働
く
意
欲
は
あ
る

も
の
の
、
希
望
す
る
仕
事
の
受
注

が
少
な
い
」「
軽
作
業
な
ど
特
に
家

庭
内
草
刈
り
や
樹
木
の
伐
採
の
依

頼
は
増
加
に
あ
る
が
、
対
応
で
き

る
会
員
が
少
な
い
」
な
ど
の
課
題

も
抱
え
て
い
る
。

　

藤
村
昭
五
助
役
は
挨
拶
の
中
で

「
こ
の
組
織
を
通
し
て
高
齢
者
が

社
会
の
一
員
と
し
て
働
く
こ
と

は
、
健
康
増
進
に
も
繋
が
る
と
同

時
に
、
医
療
・
保
険
の
面
に
お
い

て
も
大
き
く
貢
献
で
き
る
」
と
期

待
し
た
。

　

今
年
の
事
業
計
画
で
は
、「
安

全
就
業
意
識
の
共
有
化
と
機
器
操

作
技
能
の
向
上
を
図
り
、
就
業
中

の
事
故
防
止
に
努
め
る
ほ
か
、
発

注
者
と
作
業
員
の
意
思
疎
通
を
充

実
さ
せ
、
発
注
者
の
満
足
度
を
高

め
る
」
と
し
た
。
ま
た
、
町
老
人

ク
ラ
ブ
や
町
婦
人
会
な
ど
関
係
諸

団
体
と
の
連
携
に
努
め
、
地
域
社

会
へ
の
奉
仕
活
動
や
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
補
完
を
進
め

て
行
く
こ
と
を
決
め
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
十
八

年
度
の
会
員
を
募
っ
て
る
。

　

特
に
農
家
支
援
は
大
歓
迎
。
作

業
内
容
・
標
準
単
価
な
ど
、
詳
し

い
問
い
合
わ
せ
は
喜
界
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�
０
９
９
７

（　

）
へ
。

５５
運
動
、
在
宅
老
人
福
祉
対
策
の
強

化
増
進
な
ど
を
掲
げ
た
決
議
文
を

全
員
で
朗
読
、
福
祉
の
充
実
を
求

め
た
。

　

平
成
十
七
年
度
の
歳
出
決
算
額

は
三
百
八
十
万
四
千
三
百
七
十
六

円
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、

交
流
研
修
会
、
町
老
連
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
開
催
し
、
郡
老
連
ス
ポ
ー

ツ
大
会
に
参
加
し
た
。

　

現
在
、
三
十
九
単
位
の
ク
ラ
ブ

で
構
成
す
る
喜
界
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
第
四
十
回
定
期
総
会

（
村
上
国
信
会
長
・
会
員
数
二
千

八
百
三
十
九
人
）
が
六
月
六
日
、

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
平
成
十
七
年
度
事
業
、
収

支
決
算
、
平
成
十
八
年
度
事
業
計

画
、
予
算
案
が
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。
ま
た
、
活
動
の
充
実
や

「
健
康
、
友
愛
、
奉
仕
」
の
三
大

　

平
成
十
八
年
度
は
対
前
年
度
比

四
万
円
余
減
の
三
百
七
十
六
万
千

五
百
七
十
六
円
を
計
上
。
小
学
生

以
上
を
対
象
に
し
た
「
世
代
間
交

流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を
新
た

に
設
け
、
春
・
秋
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
例
年

ど
お
り
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

総
会
後
は
、「
歴
史
か
ら
み
た

喜
界
島
の
魅
力
」と
題
す
る
講
演
。

尾
口
義
男
喜
界
高
校
長
を
講
師

に
、
喜
界
島
で
甦
っ
た
幕
末
の
歴

史
家
「
伊
地
知
季
安
」
と
、
島
興

し
と
島
人
救
済
に
尽
く
し
た
喜
界

島
与
人
「
泉
禎
民
」
の
偉
業
を
学

ん
だ
。

　

最
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
な
ど
が
披

露
さ
れ
、
会
場
は
熟
年
パ
ワ
ー
で

満
た
さ
れ
た
。

福
祉
の
充
実
求
め
る

第　

回
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
定
期
総
会

４０

受
注
好
調
で
パ
ワ
ー
発
揮

喜
界
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
総
会

児
童
手
当
制
度
の
拡
充
に
伴
う

認
定
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？
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産
業
と
文
化
と
健
康
福
祉
の
祭

典
「
第
三
回
し
ま
興
し
祭
り
」
が

六
月
二
十
四
日
、
自
然
休
養
村
管

理
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
町
村
合

併
五
十
周
年
を
記
念
す
る
今
回

は
、
約
千
人
を
超
す
町
民
で
に
ぎ

わ
っ
た
。

　

式
典
で
は
、
各
部
門
で
活
躍
し

た
町
民
の
表
彰
や
、
俳
優
の
小
西

博
之
さ
ん
の
講
演
会
、
文
化
協
会

に
よ
る
舞
台
発
表
な
ど
、
屋
内
会

場
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。
ま
た
、

屋
外
に
設
け
ら
れ
た
ブ
ー
ス
で

も
、
市
場
価
格
の
半
値
以
下
で
売

り
出
さ
れ
た
農
林
水
産
物
が
飛
ぶ

よ
う
に
売
れ
、
町
と
姉
妹
町
菱
刈

町
の
展
示
即
売
会
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
九
州
初
「
自
転
車
発
電
」

ラ
イ
ブ
な
ど
、
多
彩
な
催
し
も
の

は
大
盛
況
だ
っ
た
。

　

特
賞
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
」

ほ
か
数
多
く
の
景
品
を
揃
え
た
抽

選
会
で
は
、
当
選
番
号
が
発
表
さ

れ
る
た
び
に
笑
顔
と
落
胆
の
表
情

が
交
錯
。
屋
内
外
で
所
狭
し
と
繰

り
広
げ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
、
大

勢
の
町
民
は
初
夏
の
一
日
を
大
い

に
満
喫
し
た
よ
う
だ
。

表　

彰　

者

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
＝
順
不
同
）

▽
地
方
自
治
部
門

　

近
藤　

時
義
・
岡
村　

次
夫

　

久
野　

一
馬

▽
産
業
部
門

　

伊
牟
田
正
子
（
生
活
改
善
）

　

南
島　

孝
徳
（
糖
業
）

　

吉
岡　

正
雄
（
園
芸
）

　

西
野　

増
明
（
畜
産
）

　

服
部　
　

晃
（
観
光
）

　

新
山　

雅
美
（
水
産
業
）

　

比
嘉　

徳
和
（
商
工
業
）

▽
工
芸
部
門

　

岩
岡　

道
子
・
豊　

ト
ミ
エ

　

園
田　

カ
メ
・
前
川　

ミ
ツ

　

大
原　
　

夏
・
竹
本　

ウ
メ

　

高
山　

マ
サ
・
宮
園　

エ
イ

　

野
島　

ヨ
シ
・
南　
　

美
枝

　

末
野　

ち
ゑ
・
桜
井　

邦
子

▽
教
育
部
門

　

森　
　

文
義
・
村
上　

國
信

　

勇　
　
　

栄
・
森　
　

コ
ト

　

西
島　

常
吉
・
喜
島　

文
江

▽
社
会
福
祉
部
門

　

西
俣　

理
介
・
桐
野　

達
江

　

平　
　

恵
子
・
玉
岡　

克
己

　

開　
　

典
子
・
�
慈
愛
会

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
大
盛
況

　●
 

町
村
合
併
五
十
周
年
記
念
　●
 

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�

▲健康食「ハンダマ」の炊き込みご飯は人気を集めた

▲前日プロの手ほどきを受けた「黒豚だんご」

▲抽選会は大変な熱気
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前
、
貴
重
な
同
点
ゴ
ー
ル
決
め
、

勝
ち
点
一
を
も
ぎ
取
る
。
二
試
合

目
以
降
は
、
豊
富
な
運
動
量
で
攻

撃
の
リ
ズ
ム
を
つ
か
み
、
決
勝
へ

と
駒
を
進
め
た
。
　

決
勝
の
対
和

泊
戦
で
は
今
大

会
最
高
の
七
点

を
挙
げ
、
完
封
勝

利
。
全
試
合
を

通
じ
て
、
初
戦
金

久
戦
の
二
失
点

以
外
す
べ
て
０

点
に
封
じ
た
。

　

同
大
会
の
出

場
に
向
け
て
課

題
の
「
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
（
守
り
）
の

強
化
」
の
た
め
、

選
手
は
高
校
生

や
社
会
人
ク
ラ

ブ
と
練
習
試
合
を
こ
な
し
た
。
岡

本
正
一
コ
ー
チ
（　

）
は
「
金
久

３８

戦
の
二
失
点
は
、
守
り
が
完
全
に

崩
さ
れ
て
の
失
点
で
は
な
い
」
と

語
り
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
陣
の
課
題

解
決
に
取
り
組
ん
だ
姿
勢
と
成
果

を
評
価
す
る
。　
　

　

今
大
会
五
得
点
を
記
録
し
た
久

野
君
は
「
普
段
の
練
習
の
成
果
を

出
し
て
、
ベ
ス
ト
８
を
ね
ら
う
」

と
県
大
会
に
む
け
て
決
意
を
語
っ

た
。

サッカー　　　　　　
陸　　上で県大会出場

　　

年
生
が
二
連
覇
／

２５

恒
例
の

　

年
代
別
コ
ン
ペ

言
い
た
い
放
題
の
、
こ
の
大
会
の

特
徴
が
う
か
が
え
る
。

　

今
大
会
は
二
十
五
チ
ー
ム
（
百

人
）
が
参
加
、
中
で
も
二
十
六
年

生
が
最
多
の
四
チ
ー
ム
を
編
成
し

出
場
し
た
。

　

結
果
は
、
前
年
の
覇
者
二
十
五

年
生
（
富
田
博
・
沖
島
均
・
里
俊

雄
・
幸
田
泉
男
）
が
二
四
三
打
と

四
十
三
年
生
の
追
撃
を
か
わ
し
、

圧
倒
す
る
形
で
二
連
覇
を
達
成
し

た
。

　

同
連
盟
は
「
ゴ
ル
フ
競
技
の
健

全
な
普
及
を
は
か
り
、
町
民
の
体

育
向
上
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
寄
与
す
る
」
と
目
的
を
掲
げ
、

平
成
十
八
年
一
月
一
日
に
発
足
。

老
若
男
女
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
世
代

を
超
え
た
交
流
や
技
術
の
向
上
な

ど
も
視
野
に
入
れ
、
同
好
会
組
織

か
ら
引
き
継
ぐ
大
会
を
継
続
的
に

実
施
し
て
お
り
、
更
な
る
会
員
の

確
保
を
目
指
し
て
い
る
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
年
代
別
コ

ン
ペ
が
七
月
二
日
、
喜
界
町
ガ
ー

デ
ン
ゴ
ル
フ
（
パ
ー　

・
一
四
七

２９

六
ヤ
ー
ド
）
で
行
わ
れ
た
。
喜
界

町
ゴ
ル
フ
同
好
会
か
ら
喜
界
町
ゴ

ル
フ
連
盟
に
改
称
し
て
初
め
て
の

コ
ン
ペ
。
開
会
式
で
「
ケ
ン
カ
な

ど
し
な
い
で
仲
良
く
ま
わ
っ
て
く

だ
さ
い
」と
挨
拶
を
述
べ
た
の
は
、

高
見
則
男
会
長
。
会
長
の
挨
拶
か

ら
、
同
窓
で
気
心
の
し
れ
た
者
同

士
四
人
一
組
の
チ
ー
ム
編
成
の
た

め
、
茶
化
し
あ
り
、
羨
望
あ
り
の

真
右
＝
が
共
通
二
百
�
二
位
、
四

百
�
で
優
勝
。
初
出
場
と
な
る
友

岡
芳
成
君
（
三
年
）
は
百
�
四
位
、

共
通
走
り
幅
跳
び
五
位
。
四
種
目

で
県
大
会
出
場
を
決
め
た
。

　

県
大
会
に
向
け
て
友
岡
君
は

「
ま
ず
は
自
己
ベ
ス
ト
の
樹
立
。

自
分
の
精
い
っ
ぱ
い
の
力
を
出
し

ま
す
。
折
角
、
得
た
チ
ャ
ン
ス

カ
ー
ド
を
生
か
す
た
め
の
努
力
を

大
会
ま
で
続
け
る
」、
重
野
君
は

「
現
在
、
四
百
�
走
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
県
大
会
と
い
う
大
き
な

舞
台
で
、
入
賞
を
目
指
し
、
他
校

の
選
手
と
自
分
を
比
較
し
勉
強
し

た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

★
陸　

上

（
第
二
中
学
校
＝
祝
義
文
校
長
・

二
十
人
）

　

部
で
は
な
く
同
好
会
と
し
て
活

動
す
る
第
二
中
学
校
の
陸
上
同
好

会
（
会
員
十
二
人
）
は
、
同
大
会

出
場
に
向
け
、
毎
週
土
曜
日
の
午

後
三
時
か
ら
練
習
に
励
ん
だ
が
、

例
年
に
な
い
雨
の
多
い
梅
雨
で
思

う
よ
う
に
練
習
メ
ニ
ュ
ー
が
消
化

で
き
ず
、
練
習
不
足
に
陥
っ
た
。

加
え
て
校
内
で
は
、
風
邪
な
ど
が

流
行
。
体
調
不
良
を
訴
え
る
生
徒

も
い
て
、
大
会
出
場
に
は
懸
念
さ

れ
る
材
料
が
多
か
っ
た
。

　

し
か
し
、「
出
場
し
た
五
人
全

員
が
『
強
い
信
念
』
で
大
会
に
臨

み
、
普
段
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
集

中
力
を
発
揮
し
て
実
力
以
上
の
実

績
を
残
し
た
」
と
伊
地
知
治
喜
教

諭
は
振
り
返
る
。

　

結
果
は
、
県
大
会
三
年
連
続
出

場
の
重
野
修
平
君
（
三
年
）
＝
写

★
サ
ッ
カ
ー

（
第
一
中
学
校
＝
金
久
義
人
校

長
・
百
九
十
三
人
）　

　
「
走
っ
て
、
走
っ
て
拾
う
」
豊
富

な
運
動
量
で
第
一
中
学
校
サ
ッ

カ
ー
部
（
部
員
三
十
二
人
）
が
平

成
十
三
年
以
来
、
五
年
ぶ
り
の
県

大
会
出
場
を
決
め
た
。

　

予
選
リ
ー
グ
初
戦
は
対
金
久

戦
。
終
始
金
久
に
リ
ー
ド
さ
れ
る

苦
し
い
展
開
だ
っ
た
が
、
主
将
久

野
祐
紀
君
が
試
合
終
了
三
十
秒

Ｈ１８年度奄美大島中学校総合体育大会
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祭
り
や 

で
町
民
魅
了

＝
自
転
車
発
電
の
エ
コ
ラ
イ
ブ
＝　

ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス

　

七
月
一
日
の
午
後
六
時
。
陽

の
ま
だ
残
る
湾
幼
稚
園
内
で
第

四
回
湾
幼
稚
園
夏
祭
り
が
あ
っ

た
。

　

湾
幼
稚
園
保
護
者
ら
の
主
催

で
、
今
年
で
四
回
目
を
数
え
る

祭
り
に
は
、
孫
（
園
児
）
と
手

を
と
っ
て
訪
れ
た
お
じ
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
保
護
者

ら
約
二
百
人
が
参
加
し
た
。

　

八
月
踊
り
や
ア
ン
パ
ン
マ
ン

音
頭
な
ど
の
踊
り
を
楽
し
ん
だ

り
、
百
円
均
一
の
出
店

コ
ー
ナ
ー
で
か
き
氷
を

ほ
お
ば
っ
た
り
と
祭
り

は
大
盛
況
。
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
の
花
火
で

は
、
園
の
上
空
を
飾
る
中
輪
の

花
に
園
児
は
保
護
者
ら
と
ひ
と

あ
し
早
い
夏
の
涼
を
楽
し
ん

だ
。

一
足
先
に
夏
を
楽
し
む

湾
幼
稚
園
で
夏
祭
り　

　

湾
集
落
の
伝
統
行
事「
千
丁
祝
」

が
百
回
目
を
迎
え
た
の
を
記
念
し

て
岩
田
進
区
長
は
六
月
三
十
日
、

湾
公
民
館
に
集
落
民
や
加
藤
啓
雄

町
長
、
嶺
農
協
長
ら
を
招
い
て
祝

賀
会
を
開
い
た
。

　

千
丁
祝
は
、
明
治
三
十
年
代
の

キ
ビ
増
産
奨
励
に
伴
っ
て
千
丁

（
一
樽
百
二
十
斤
）
の
黒
糖
が
生

産
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て

始
ま
っ
た
。
毎
年
、
水
天

宮
の
祭
典
（
旧
暦
六
月
五

日
）
の
日
に
キ
ビ
豊
作
を
祈
願
す

る
と
と
も
に
農
作
物
の
立
毛
品
評

会
な
ど
が
行
わ
れ
、
町
の
伝
統
行

事
の
一
つ
と
し
て
受
け
継
が
れ
て

い
る
。

　

平
成
四
年
に
は
、
第
八
十
六
回

目
の
記
念
と
し
て
造
ら
れ
た
約
二

�
の
石
碑
が
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
横

の
「
前
の
花
広
場
」
に
建
て
ら
れ

た
。

伝
統
継
い
で
百
回
目

湾集落で「千丁祝」

　

日
本
初
の
自
転
車
発
電
に
よ
る

電
力
を
利
用
し
た
ラ
イ
ブ
バ
ン
ド

「
エ
コ
・
サ
イ
ク
ル
・
ク
ラ
ブ
・

バ
ン
ド
」
と
、
写
真
家
仲
田
千
穂

の
「
特
攻
花
」
の
話
や
熊
本
杏
里

の
「
戦
い
の
矛
盾
」
の
曲
に
感
銘

し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊

さ
を
伝
え
よ
う
と
数
々
の
イ
ベ
ン

ト
を
展
開
す
る
「
海
と
月
と

風
と
」
の
メ
ン
バ
ー
が
来
島

し
、
六
月
二
十
四
・
二
十
五

の
両
日
、
し
ま
興
し
祭
り
や

栄
忠
則
さ
ん
が
経
営
す
る

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
「
サ
バ
ニ
」

（
中
里
）
で
イ
ベ
ン
ト
を
繰

り
広
げ
た
。

　

し
ま
興
し
祭
り
会
場
で

は
、
子
ど
も
ら
が
懸
命
に
ペ

ダ
ル
を
漕
い
で
発
電
。
蓄
積
さ
れ

た
電
気
で
奏
で
る
桑
名
正
博
や
島

で
活
躍
し
て
い
る
ユ
ニ
ッ
ト「
ド
キ
ド

キ
」（
中
里
出
身
）
ら
の
さ
わ
や
か

な
歌
声
に
、
会
場
を
訪
れ
た
人
た

ち
は
足
を
止
め
、
聴
き
入
っ
た
。

　

第
三
十
七
回
大
島
支
部
操
法
大

会
が
七
月
一
日
、
宇
検
村
陸
上
競

技
場
で
開
か
れ
た
。
こ
の
大
会

は
、
消
防
団
員
の
士
気
高
揚
を
図

る
目
的
で
二
年
に
一
度
開
催
さ

れ
、
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
重
ね
た
技
術
、
機
械
操
作
の

訓
練
の
成
果
を
競
う
も
の
。

　

喜
界
町
か
ら
は
、
各
分
団
か
ら

選
ば
れ
た
精
鋭
団
員
十
五
人
が
参

加
。
ポ
ン
プ
車
（
五
人
）
と
小
型

ポ
ン
プ
（
四
人
）
の
部
門
に
出
場

し
、
所
要
時
間
や
確
実
性
な
ど
を

競
っ
た
。
結
果
は
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部
が
準
優
勝
。
ポ
ン
プ
車
の
部

は
七
位
入
賞
。「
今
年
は
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
最
高
」
と
吉
田
和
彦
指

揮
者
（
ポ
ン
プ
の
部
）
は
語
っ
た
。

「
小
型
ポ
ン
プ
」の
部

準
優
勝
獲
得

＝
第　

回
大
島
支
部

３７

消
防
操
法
大
会
＝



平成１８年７月号　（１２）
　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

は
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
一
日
か

ら
関
東
・
中
京
お
よ
び
近
畿
の
一

部
に
お
い
て
開
始
さ
れ
、
二
〇
〇

六
年
末
ま
で
に
は
、
全
て
の
都
道

府
県
庁
所
在
地
で
開
始
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
行
の
地

上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
に
伴

い
、
二
〇
一
一
年
七
月
二
十
四
日

ま
で
に
終
了
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

受
信
相
談
／
総
務
省
地
上
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相

談
セ
ン
タ
ー
�
０
５
７
０（
０
７
）

０
１
０
１

　

視
聴
エ
リ
ア
／
�
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
推
進
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.d-pa.org

　

中
退
共
済
制
度
（
中
小
企
業
退

職
金
共
済
制
度
）
は
、
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
昭
和
三

十
四
年
に
設
け
ら
れ
た
中
小
企
業

の
た
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で

す
。

　

中
退
共
済
制
度
を
ご
利
用
に
な

れ
ば
、
安
全
・
確
実
・
有
利
な
退

職
金
制
度
が
手
軽
に
つ
く
れ
ま

す
。

　

ど
う
ぞ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
制
度
の
特
色
】

☆
適
格
年
金
制
度
か
ら
の
移
行
先

で
す
。

・
適
格
年
金
資
産
を
全
額
移
換
で

き
ま
す
。

☆
掛
金
の
一
部
を
国
が
援
助
し
ま

す
。

・
中
退
共
済
制
度
に
新
し
く
加
入

す
る
事
業
主
に
、
掛
金
月
額
の

二
分
の
一
（
上
限
五
千
円
）
を

従
業
員
ご
と
に
、
加
入
後
四
カ

月
目
か
ら
一
年
間
助
成
し
ま

す
。

・
一
万
八
千
円
以
下
の
掛
金
月
額

を
増
額
す
る
事
業
主
に
、
増
額

分
の
三
分
の
一
を
増
額
し
た
月

か
ら
一
年
間
助
成
し
ま
す
。

☆
掛
金
は
全
額
非
課
税
と
な
り
ま

す
。

☆
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
の
方
も
加

入
で
き
ま
す
。

☆
退
職
金
の
管
理
が
簡
単
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

喜
界
町
商
工
会

　
　
　
　

－

０
１
６
９

６５

　

新
規
高
等
学
校
卒
業
者
を
対
象

と
し
た
求
人
受
理
が
６
月　

日
か

２０

ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
奄
美
大
島
群
島
内　

校
１４

で
約
３
７
０
人
の
就
職
希
望
者
が

お
り
、
う
ち　

人
が
地
元
で
の
就

５０

職
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
卒
業
し
た
学
生
の
中
に
は

「
奄
美
で
就
職
を
希
望
し
て
い
た

が
応
募
の
時
点
で
地
元
の
求
人
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た
め
、
仕
方

な
く
県
外
事
業
所
に
応
募
し
た
」

と
い
う
学
生
も
た
く
さ
ん
い
ま
し

た
。
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
雇

用
の
維
持
等
に
苦
労
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
優
秀
な
人

材
を
郷
土
に
残
す
た
め
、「
早
期

の
求
人
申
込
み
」
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
求
人
の
申
し
込
み
時
期
は
、
こ

ん
な
に
も
差
が
あ
る
ん
で
す
。

　

高
校
求
人
の
平
成　

年　

月
末

１７

１０

の
出
現
率
（
平
成　

年
３
月
末
を

１８

１
０
０
％
と
し
た
数
値
）
県
外
事

業
所　

％　

県
内
事
業
所　

％　

９０

７１

名
瀬
管
内
事
業
所　

％
４０

　

求
人
の
手
続
き
は
決
し
て
面
倒

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
お
電

話
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
名
瀬
学
卒
求
人

担
当

�
０
９
９
７
（　

）
４
６
１
１

５２

　

本
県
の
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
で

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合

が
、
二
五
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

喜
界
町
は
、
平
成
十
八
年
三
月

三
十
一
日
に
お
い
て
三
三
％
に
達

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

高
齢
者
が
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ

た
家
庭
や
地
域
の
中
で
健
康
で
生

き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

鹿
児
島
県
で
は
、「
す
こ
や
か

長
寿
社
会
づ
く
り
運
動
」の
浸
透
・

普
及
を
促
進
す
る
た
め
、
県
知
事

が
「
推
進
協
力
員
」
を
委
嘱
し
て

い
ま
す
。
こ
の
度
、
喜
界
町
の
推

進
協
力
員
と
し
て
平
成
十
八
年
四

月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
、
上
嘉
鉄
地
区
の
村

上
国
信
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
運
動
が
よ
り
一
層
推
進
さ

れ
る
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
で
は
有
機
物
供
給
セ
ン
タ
ー

（
堆
肥
施
設
）
を
利
用
し
て
、
堆

肥
の
生
産
お
よ
び
供
給
等
を
行
う

団
体
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
利
用

希
望
者
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

◇
申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
「
申
込
書
」
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
申
し
込
み
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

◇
申
込
資
格

　

喜
界
町
内
に
住
所
を
有
す
る
団

体
、
法
人
（
法
人
の
場
合
は
町
内

に
主
た
る
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

を
有
す
る
こ
と
）

◇
申
込
期
限

　

平
成　

年
８
月　

日
�
午
後
５

１８

２５

時
ま
で

お
問
い
合
わ
せ

　

喜
界
町
役
場
産
業
振
興
課

お
知
ら
せ

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
へ

の
完
全
移
行

退
職
金
の
準
備
は
万
全
で
す
か
？

未
来
を
担
う
人
材
を
郷
土
に

す
こ
や
か
長
寿
社
会
運
動
推
進

協
力
員

有
機
物
供
給
セ
ン
タ
ー
（
堆
肥

施
設
）
利
用
者
の
募
集

お
詫
び
と
訂
正

　
「
広
報
き
か
い
」６
月
号
の
記

事
中
、
掲
載
も
れ
と
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
以
下
の
と
お
り
訂

正
・
追
加
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

▽
追
加
（
３
Ｐ
）

　

表
彰
団
体（
産
業
功
労
部
門
）

　

�
喜
禎
運
送
店

▽
訂
正

　
「
武
田
信
男
」↓「
武
田
信
雄
」

（　

Ｐ
）

１０

　
「
末
田
良
子
」↓「
米
田
良
子
」

（　

Ｐ
）

１９



（１３）　平成１８年７月号
　

警
察
で
は
８
月
１
日
�
〜
８
月

　

日
�
の
間
「
行
方
不
明
者
を
さ

３１が
す
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

・
長
い
間
音
信
が
な
く
、
連
絡
が

と
れ
な
い

・
家
出
し
て
行
方
が
わ
か
ら
な
い

な
ど
の
理
由
で
、
行
方
不
明
と

な
っ
て
い
る
方
を
捜
し
て
お
ら
れ

る
ご
家
族
の
方
な
ど
、
気
軽
に
相

談
所
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

相
談
所
に
お
い
て
は
、
家
出
時

の
服
装
、
所
持
品
、
身
体
特
徴
に

つ
い
て
も
う
一
度
お
聞
き
し
て
再

度
調
査
す
る
と
と
も
に
、
写
真
を

お
持
ち
で
あ
れ
ば
写
真
か
ら
の
再

調
査
も
実
施
い
た
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

名
瀬
警
察
署
鑑
識
係

�
０
９
９
７
（　

）
０
１
１
０

５３

鹿
児
島
県
警
察
本
部
鑑
識
課

�
０
９
９
（
２
０
６
）
０
１
１
０

　

家
庭
に
お
け
る
し
つ
け
、
性
格

の
問
題
、
不
登
校
、
非
行
、
そ
の

他
の
問
題
お
よ
び
心
身
障
害
相
談

な
ど
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

相
談
窓
口

役
場
保
健
福
祉
課

�　

－

１
１
１
１
（
内
線　

）

６５

３７

〜
請
求
期
限
は
平
成　

年
３
月　

１９

３１

日
ま
で
〜

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等

（
事
変
地
の
区
域
又
は
戦
地
の
区

域
）
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤

務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字

社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍

従
軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金

受
給
者
は
除
く
）
に
対
し
て
、
そ

の
御
苦
労
に
報
い
る
た
め
内
閣
総

理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
お

り
ま
す
。

　

ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
な
ど
か

ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
２－

１－

２

　

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
業
務

担
当

�
０
３
（
５
２
５
３
）
５
１
８
２

　
「
広
報
き
か
い
」
５
月
号
で
、
奄

美
地
域
独
特
の
食
材
を
使
っ
た

「
あ
ま
み
長
寿
食
材
活
用
レ
シ
ピ

集
」
が
県
か
ら
発
刊
さ
れ
、
町
図

書
館
に
二
部
納
入
し
て
あ
る
こ
と

を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
こ
の

度
、
実
費
販
売
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
。
定
価
７
８
０
円
。
送
料
や
振

り
込
み
手
数
料
は
購
入
者
負
担
で

す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
、
�

鹿
児
島
県
栄
養
士
会　

℡
０
９
９

（
２
５
６
）
１
２
１
６
ま
で
。

行
方
不
明
者
を
さ
が
す
相
談
所

の
開
設

児
童
家
庭
相
談
窓
口

内
閣
総
理
大
臣
名
の
賞
状
を
贈

呈
し
ま
す

「
あ
ま
み
長
寿
食
材
活
用
レ
シ

ピ
集
」
を
実
費
販
売

平成１８年度　自衛官等募集案内
合格発表募集人員試験期日受付期間資　　格募集種目

１次　１０月６日
２次　１１月２日
最終　１９年１月２６日

海　約７０名
（うち女子若干名）
空　約７０名
（うち女子若干名）

１次　９月２３日
２次　１０月１４～１９日
３次　１１月１２日～
　　　　　１２月８日

８月１日～９月８日
※１

高卒（見込含）
２１歳未満

航空学生

１次　１０月２日
最終　１１月８日

陸　約４００名
（うち女子約３５名）
海　約１８０名
（うち女子約１０名）
空　約２００名
（うち女子２０名）

１次　９月１６日
２次　１０月７～１３日

８月１日～９月８日
※１

１８歳以上
２４歳未満の者

一般曹候補学生

１次　１０月２日
最終　１１月１５日

陸　約３５００名
（うち女子約１２０名）
海　約 ９６０名
（うち女子約６５名）
空　約 ８００名
（うち女子９０名）

１次　９月１６日
２次　１０月７～１３日

８月１日～９月８日
※１

１８歳以上
２７歳未満の者

曹候補士

試験時にお知らせし
ます

陸　約５，２００名
海　約１，１００名
空　約１，６４０名

受付時にお知らせし
ます

※２

年間を通じて行って
おります

※１

１８歳以上
２７歳未満の者

男　

子

２等
陸・海・空士

１１月１７日陸　約５００名
海　約 ８０名
空　約１５０名

９月２４・２５日８月１日～９月８日
※１

１８歳以上
２７歳未満の者

女　

子

※１：平成１９年３月中学校・高等学校卒業予定者及び中等教育学校前期課程修了予定者、卒業予定者の受付については、上表にかかわらず、文部科学・厚生労働両省
から示された期日以降実施します。
※２：平成１９年３月高等学校卒業予定者及び中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、原則として平成１８年９月１６日以降に行います。
◇詳細につきましては、役場総務課（６５－１１１１）又は、自衛隊鹿児島地方連絡部大島事務所（５３－９１０３）までお問い合わせ下さい。

　

新
庁
舎
建
設
に
伴
い
、
郷
里

「
喜
界
島
」
の
振
興
・
発
展
を

願
う
沖
縄
喜
界
郷
友
会
会
長
の

ご
尽
力
に
よ
り
、
会
員　

人
か

６０

ら
善
意
の
寄
付
金
百
二
十
六
万

五
千
円
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
崇
高
な
想
い
に
対
し
衷
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
掲

載
に
あ
た
っ
て
は
、
お
一
人
お

一
人
の
ご
芳
名
は
省
略
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
併
せ
て
、
坂

嶺
出
身
の
片
倉
輝
夫
氏（
鹿
児
島

在
住
）
か
ら
も
絵
画
「
奏
」
の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
「
広
報
き
か
い
」
６
月
号
に

記
載
し
紹
介
す
べ
き
で
し
た
が
、

紙
面
紹
介
が
今
月
号
に
な
り
ま

し
た
。
ご
了
承
下
さ
い
。

新
庁
舎
建
設
に
伴
う
寄
付
金
お
よ
び
寄
贈
品



平成１８年７月号　（１４）

教
育
委
員
会
の
と
び
ら

　

青
少
年
の
た
め
の
芸
術
鑑
賞
事

業
「
器
楽
・
楽
し
い
音
楽
の
旅
」

が
六
月
一
日
、
喜
界
町
体
育
館
で

あ
り
、
鹿
児
島
交
響
楽

団
の
公
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

演
奏
会
で
は
弦
楽
器

や
管
楽
器
の
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
や
箏
独
奏
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
の
音

色
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し

め
ま
し
た
。
入
場
料
無

料
と
あ
っ
て
、
千
人
近
い
小
・
中
・

高
校
生
や
一
般
の
方
が
詰
め
か
け

ま
し
た
。

○
児
童
生
徒
を
代
表
し
て

　

皆
さ
ん
の
演
奏
を
通
し
て
、
改

め
て
音
楽
の
楽
し
さ
や
す
ば
ら
し

さ
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
感

動
を
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

音の豊かさにウットリ
「器楽・楽しい音楽の旅」

も
、
演
奏
を
通
し
て
多
く
の
人
々

に
夢
や
希
望
を
与
え
て
く
だ
さ

い
。
本
日
は
、
本
当
に
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
第
一
中
学
校

　

岩
下
幸
愛
）

老
若
六
十
人
、
楽
し
い
汗
流
す

き
っ
か
け
に
、「
声
が
か
か
る
の

を
待
つ
よ
り
自
分
た
ち
か
ら
出
向

い
て
行
こ
う
」
と
い
う
メ
ン
バ
ー

の
一
声
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ペ
タ
ン
ク
や
ゲ
ー
ゴ

ル
ゲ
ー
ム
な
ど
五
種
目
を
紹
介
。

小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
約
六
十

人
の
参
加
者
が
楽
し
く
汗
を
流
し

ま
し
た
。
体
育
指
導
委
員
の
武
田

秀
伸
会
長
は「
今
年
度
中
に
一
中
・

二
中
校
区
で
も
開
催
し
、
底
辺
の

拡
大
を
図
り
た
い
」
と
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
」

　

早
町
校
区
民
を
対
象
と
し
た

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
」

が
五
月
二
十
七
日
、
早
町
小
学
校

体
育
館
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
行
わ
れ
た
第
十
三
回
喜
界

町
生
涯
学
習
推
進
大
会
分
科
会
で

の
実
践
事
項
「
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

（
体
育
指
導
委
員
等
）を
活
用
し
、

各
地
域
・
職
場
で
健
康
づ
く
り
に

努
め
ま
す
」
に
対
す
る
推
進
策
を

　

六
月
十
日
の
喜
界
町
子
ど
も
会

育
成
連
絡
協
議
会
総
会
の
終
了

後
、
引
き
続
い
て
、
平
成
十
八
年

度
第
一
回
総
合
家
庭
教
育
学
級
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
折
田
国
雄
先
生
を
講
師 子育ての講演に熱心にメモをとる参加者も

に
「
子
育
て
は
、
ハ
ン
ド
ル
の
遊

び
で
」
と
い
う
演
題
で
講
演
。

　

昔
と
現
在
の
衣
食
住
や
し
つ

け
・
礼
儀
な
ど
の
違
い
を
例
に
と

り
、「
子
育
て
は
ハ
ン
ド
ル
の
遊

び
の
よ
う
に
違
い
も
あ
る
が
、
ゆ

と
り
を
持
っ
て
行
う
こ
と
が
大

切
」
と
い
う
お
話
で
し
た
。

　

ま
た
、
上
嘉
鉄
小
学
校
家
庭
教

育
学
級
生
が
、
今
年
度
の
主
な
学

習
課
題
及
び
内
容
、
現
在
町
Ｐ
連

で
推
進
し
て
い
る
「
家
庭
学
習
六

十
・
九
運
動
」
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
事
例
発
表
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
各
学
級
・
家
庭
で
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
そ
う
と
熱
心
に

メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
度
喜
界
町
子
ど

も
会
育
成
連
絡
協
議
会
総
会

　　

喜
界
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
の
総
会
が
六
月
十
日
、
自
然

休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
先
山
子
ど
も
会
が

大
島
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
か
ら
優
良
子
ど
も
会
表
彰
を

受
け
、
羽
佐
田
会
長
か
ら
表
彰
状

の
伝
達
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
十
八
年
度
事
業
計

画
・
予
算
（
案
）
が
承
認
さ
れ
、

町
子
連
と
し
て
「
子
ど
も
た
ち
が

主
役
と
な
る
子
ど
も
会
活
動
」
の

積
極
推
進
を
確
認
し
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
度
第
一
回
総
合

家
庭
教
育
学
級

　

鹿
交
響
楽
団
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
に
聴
き
入
る
参

加
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

昨
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た

第
十
三
回
喜
界
町
生
涯
学
習

推
進
大
会
分
科
会
の
実
践
事

項
で
す
。

　

各
家
庭
や
子
ど
も
会
活
動

等
で
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

実践していますか？

〈第１分科会〉　　　　　　
自立を育む青少年教育部会

地域や家庭において、子ど
も達が主役となる活躍の場
を与えるようにします！



（１５）　平成１８年７月号

梅
雨
晴
れ
に 
熟 
れ
し
ト
マ
ト
の
初

う

 
生 
り
を
蕗
の
葉
に
盛
り 
祖 
に
供
え

な 

お
や

る　
　
　
　
　
　
　

嶺
倉　

祝
子

梅
雨
晴
れ
に
若
葉
青
葉
の
さ
ざ
め

き
た
の
し 
生
命 
あ
ふ
れ
る
青
空
の

い
の
ち

 
下 　
　
　
　
　
　
　

北
島　

シ
ナ

も
と療

養
の
鹿
児
島
の
地
で
六
調
を
聞

け
ば
ひ
と
し
お
奄
美
恋
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　

有
村　

道
子

雨
脚
の
し
げ
き
梅
雨
の 
季 
を
耐
え

と
き

夏
へ
と
明
け
る
日
を
待
つ
も
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田
ヨ
シ
子

（平成１８年６月３０日現在）

世帯数………………３，７７５戸（－３）

人　口………………８，５１８人（－３）

　男　………………４，００９人（－１）

　女　………………４，５０９人（－２）

―――（　）は前月比―――

 嶺 　　　 暖 　 人 くん（１歳９カ月）
みね はる と

父＝将人　母＝礼子〈中里〉
　「おぎゃあ！」と元気な産声をあげてから早いもの
で暖人も１歳と９カ月を迎えました。
　今ではししいぶりを発揮し、家族は毎日てんてこま
いの日々を送っています。
　得意なおしゃべりと少々三枚目な性格で私達を自然
と笑顔に導いてくれるのは「暖人パワー」というもの
でしょうか。
　たくましく元気で、優しく温かい心の持てる子に
育ってほしいと思います。

降
り
て
止
み
止
み
て
又
降
る
雨
の

日
の
買
い
物
い
そ
ぐ
水
色
の
傘

　
　
　
　
　
　
　
　

中
尾　

チ
ヨ

野
も
山
も
緑
輝
く
ふ
る
さ
と
の
五

月
の
島
を
遠
く
思
う
日

　
　
　
　
　
　
　
　

屋
良
ミ
ノ
子

長
雨
に
も
め
げ
ぬ
む
く
げ
は
紫
濃

く
忍
び
つ
つ
咲
く
人
世
の
ご
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　

美
代　

イ
シ

大
降
り
の
雨
中
に
立
て
る
大
木
の

枝
葉
お
も
り
て
し
と
ど 
雫 
す

し
ず
く

　
　
　
　
　
　
　
　

郡　
　

市
子

長
雨
に
こ
も
り
て
窓
に
目
を
や
れ

ば
背
戸
の
サ
ネ
ン
は
花
咲
き
盛
る

　
　
　
　
　
　
　
　

弥
島　

幸
子

歌
詠
み
て
卒
寿
迎
え
し
先
達
の
語

り
は
や
さ
し 
外 
は
雨
な
れ
ど

と

　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

幸
子

雨
止
ま
ぬ
家
居
の
今
日
は
時
か
け

て
部
屋
そ
れ
ぞ
れ
の
片
づ
け
を 
済 な

す　
　
　
　
　
　
　

林　
　

蓮
香

上
嘉
鉄　
　

友
岡
藤
市
郎

　

湾　
　
　

勇　
　

勝
美

中　

里　
　

吉
原　

博
之

荒　

木　
　

晴
永　

清
道

荒　

木　
　

深
水　

秀
憲

荒　

木　
　

照　
　

周
一

　

氏　

名　

保
護
者　

住　

所

町
田　
 
法  
雄 　

賀
法　
　

上
嘉
鉄

の
り 
お

上
地　
 
徠  
稀 　

浩
二　
　

浦　

原

ら
い 
き

　

新
垣　

秀
人　
　

赤
連

　

小
野　

千
昌　
　

赤
連

荒　

木　
　

晴
永
新
一
郎　
　

才
８８

塩　

道　
　

岩
村　

四
吉　
　

才
８０

上
嘉
鉄　
　

友
岡　

マ
ツ　
　

才
９３

伊
実
久　
　

賀　

直
一
郎　
　

才
８３

羽　

里　
　

上
原
ス
ミ
エ　
　

才
８３

手
久
津
久　

本
中　

タ
ケ　
　

才
９７

　

湾　
　
　

勇　
　
　

重　
　

才
９１

荒　

木　
　

照　
　

周
吉　
　

才
９２

荒　

木　
　

深
水　

か
ね　
　

才
９３

■
香
典
返
し

上
嘉
鉄　
　

友
岡　

芳
俊

社
協
だ
よ
り

６
月
届
出

（

夏
の
省
エ
ネ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

７
月
１
日
〜
９
月　

日
３０

　　

夏
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
大
き
な
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
季
節
で

す
。
深
刻
化
す
る
地
球
温
暖
化
問
題
、
増
加
傾
向
に
あ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
か
ら
も
、
今
後
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
を
一
層
強
化
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
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平成１８年７月号　（１６）

　● 夏祭り交通路案内　● 
無料バス運行表（７月３０日）

漁協～夏祭り会場

１９：４０発１９：２０発１９：００発１８：４０発１８：２０発１８：００発１７：４０発１７：２０発１７：００発①　漁協前

１９：４２発１９：２２発１９：０２発１８：４２発１８：２２発１８：０２発１７：４２発１７：２２発１７：０２発②　喜界島おみやげセンター前

１９：４４発１９：２４発１９：０４発１８：４４発１８：２４発１８：０４発１７：４４発１７：２４発１７：０４発③　土改連前

１９：４６発１９：２６発１９：０６発１８：４６発１８：２６発１８：０６発１７：４６発１７：２６発１７：０６発④　空港出口前

１９：５０発１９：３０発１９：１０発１８：５０発１８：３０発１８：１０発１７：５０発１７：３０発１７：１０発⑤　夏まつり会場前

１９：５４発１９：３４発１９：１４発１８：５４発１８：３４発１８：１４発１７：５４発１７：３４発１７：１４発②　喜界島おみやげセンター前

１９：５６発１９：３６発１９：１６発１８：５６発１８：３６発１８：１６発１７：５６発１７：３６発１７：１６発①　漁協前

福田華杏ちゃん

３歳児健診（平成１８年

４月２６日）でむし歯の

なかったお友達です。

＝第２回目＝

２２：２６発２２：１２発２１：５８発２１：４４発２１：３０発⑤　夏まつり会場前

２２：３０発２２：１６発２２：０２発２１：４８発２１：３４発②　喜界島おみやげセンター前

２２：１８発２２：０４発２１：５０発２１：３６発③　土改連前

２２：２０発２２：０６発２１：５２発２１：３８発④　空港出口前

２２：２４発２２：１０発２１：５６発２１：４２発⑤　夏まつり会場前

平　勇弥斗くん

沼　和寿喜くん 野間早耶香ちゃん 中島　梨瑚ちゃん 瀧元　和樹くん

目
指
せ

�
笑
顔
輝
く
�

元
気
な
喜
界
っ
子

21：30～22：30
17：00～20：00


